


【国保】 
 

A-1 救急医療管理加算１（虫垂切除術（虫垂周囲膿瘍を伴わないもの）） 

 

《令和元年 2 月 26 日新規》 

《令和 4 年 3 月 4 日新規》  

 

○ 取扱い 

 原則として、入院当日に虫垂切除術（虫垂周囲膿瘍を伴わないもの）を

実施した患者に対して、救急医療管理加算 1の算定は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 入院時の臨床所見では、膿瘍を伴うものであるか否か判断がつかないた

め、入院当日に虫垂切除術（虫垂周囲膿瘍を伴わないもの）を実施した患

者については、通知に示されている救急医療管理加算 1 の対象となる患者

の状態のうち、「ケ 緊急手術、緊急カテーテル治療・検査又は t-PA 療法

を必要とする状態」の患者に該当すると考えられる。 

 

○ 留意事項 

 来院時間、手術の準備等で、一連の診療につき、手術の開始が入院した

日の翌日となった場合であっても算定できる。ただし、病態の変化等によ

り翌日の臨床所見で手術を必要と認めた場合には算定できない。 

  



【国保】 
 

A-2 特定集中治療室管理料等（加算）（DPC レセプトにおいて食事算定が

3食ある場合） 

 

《令和 4 年 3 月 4 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、DPC レセプトにおいて、食事算定が 3 食ある場合でも、

特定集中治療室管理料等（加算）の算定は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 現在、ICU に入室する重症患者等に対し可能な限り早期から経腸栄養

を施行することが推進されており、食事の提供がある患者であっても ICU

等の算定対象となり得ると考えられる。 

 


